			2021第1,2,3 RUTC答えの現場(44)(社)世界福音化伝道協会　www.wedarak.net

	2021年11月20 ～ 21日　週間祈りカード

	産業宣教 
御座の祝福を味わった産業人(創 13：18)
	伝道学
御座の祝福を味わった伝道者たち(マタ 10：7)
	Remnant Day(核心)
12月学院福音化＿あらかじめ味わった者－みことば（祈り）

	産業人は御座の祝福を味わうべきだ。これが最初の祝福であるからだ。これを知ったアブラハムは、祭壇を築き始めたのだ。神様が与えられる答えを受ければ、人を生かすことができる。
□序論_創3、6、11章の問題/使1:1(キリスト)、3(神の国)、8(ただ聖霊)の答えは初めからあり、今までずっとあること
1.これを知って祭壇を築く生活(創13:18) →考えと心→たましい-御座とつながる(永遠)
2.みことば(契約) →絶対計画、絶対契約、絶対旅程、絶対目標
3.証人-三つの祭り、カル(完了した)、オリ(9セッティング完成)、マル(世界福音化の旅程)


□本論_この中にいた契約を持つ産業人(今日、今)
△この中に今、みなさんがいるのだ。そうしてこそ、正確な契約、祈り、導き、未来、答えが出てくる。
1.族長時代
1)創6:14-20これ(序論)を見たノア
2)創13:18、14:14-20これ(序論)を見たアブラハム－祭壇を築き始め、答えを受けた
3)創26:10-24確実な契約を握ったイサク
4)創32:23-32この内容(序論)を悟ったヤコブ
この契約(序論)を初めから見て成就させた人物がヨセフ
2.エジプト時代
1)出18:1-21この部分(序論)を見たイテロ長老
2)ヨシ2:1-16契約をはっきりと握ったラハブ　3)ヨシ6:1-20エリコ
4)ヨシ10:10-14エモリ連合軍　
5)ヨシ14:6-15アナク山地－関係ない。
△キリストで答えが出ないからこの言い訳、あの言い訳をする。何かを探そうとする病気がくる。多くの信徒がここに浸っているので、答えのモデルにならなければならない。
3.バビロン時代
1)ダニ3:8-23捕虜-心を定めたダニエルと三人の同僚
2)ダニ6:10-22暗やみの中であかししなければならないと分かるので、死ぬと知りながらも感謝の祈りをしたダニエル
3)エス4:1-16エステルを通して世界を生かすことを願われた
4.ローマ時代－この(序論)答えを受けた人を呼ばれた
1)使1:1-14御座の祝福を味わう契約を持った人々が集まった
2)使2:9-11みなさんがいるべき場所　
3)ロマ16:1-27ロマ16章の答えが起きた

□結論_三つのタラッパンをしなさい。
1.多民族タラッパン(237):専門化－みなさんの事業をただ、唯一性、再創造となるようにしなさい。
2.いやしタラッパン(いやし):弟子化－事業を弟子化しなさい。福音弟子がたくさんいなければならない。
3.Remnantタラッパン(サミット):世界化－Remnantだけが世界化できる
	マタ10:7に「天の御国が近づいた」と言われた。イエス様が来られたのが神の国が臨んだのだ。
□序論_事業、教会、個人みなこのようにすべき
	1段階
	2段階
	3段階

	少数中心
(12使徒中心)
	70人中心
(重職者中心)
	Remnant、副教役者中心(世界化)


	100人以下
	100人以上
	1,000 - 10,000人


ひとつの地域
70地教会－
 1大教区
(主人牧師)



* 注意すること
-初代教会のように表に現れず、建物なく、
組織なく、70地教会を作りなさい。
-聖日には集まらずに本校会に来なければ　　←　　　　　　↓多民族,いやし，RT
（３つの
みことば運動）

ならない。



□本論_目的はこの地に神の国を成し遂げること
△韓国教会が運営難にあっている。実際の現場に多民族、いやし、Remnantのみことばがない。福教役者が70地教会を作りなさい。主任牧師にしなさい。現場を生かしなさい。現場が死んでいっている。現場は切実にみことばを待っているのに、私たちだけが行くところないと言う

1.弟子
1)マタ10:7、42「天の御国が近づいた」水一杯も報いを失わない。
2)使1:3 40日間神の国のことのみことば
3)使2:1-3神の国が臨んだマルコの屋上の間

2.ペテロ
1)使3:1-12足のなえた者を立て起こした
2)使12:1-25神の国を成し遂げるメッセージを味わった重職者
3)Iペテ2:9 「すばらしいみわざを宣べ伝えるため」

3.パウロ
1)使9:1-15このために呼ばれたことを確認
2)使13,16,19神の国を緊急に待っている現場をいやし
3)ピリ3:8-21神の国に関する背景

□結論_神様がパウロを用いられた理由
1.使2:1-13、13:1-4、19:1-7(237) 
2.使13,16,19(いやし)
3.使17:1、18:4、19:8(サミット)
	Remnantと世界を変化させた者はあらかじめ味わった者だった。私たちの力では世界福音化は不可能だ。すると何を持っていなければならないのか、あらかじめ握らなければならない。

□序論_学業、職業に神様が与えられた祝福三つを作品に作るべき
1.3超越(御座、時空、237光)のプラットフォームを作りなさい
2.3生命運動(創1:27、2:7、2:1-18)をみことばと祈りで見つけ出せばWatch Tower(見張り人の物見の塔)になる。
3.神様とすべてが霊的に通じる霊的Antennaを作れば3空前絶後が発見できる。
△この9つのセッティングの中からすべてがみな出てくる。これを分かることが祈りを分かることだ。Remnantはこの作品を作りなさい。祈りの手帳に受けた恵みをメモしなさい。

□結論_来る答え
1.専門化(ただ、唯一性、再創造－9セッティングされた人だけが見ること)
2.弟子化(専門家、重職者、産業現場を弟子化)
3.世界化(Remnant、副教役者、70か所みことば運動を開いて、70人弟子を見つけ出しなさい)
△Remnantはいつも序論、結論を持ってみことばを見て祈らなければならない。

□本論_神様が与えられる重要な出会い、永遠の出会い
1あらかじめ味わったルデヤ
1.「私たちが祈り場に行くとき」－ルデヤに会った
2.使16:14、15ピリピ教会
3.使16:16-18キリストの御名でわざわい解決

2あらかじめ味わったヤソン
1.私たちが、いつもしていたように、三つの安息日(行く所ごとにタイムを確定しなさい)、キリストの当為性証明
2.ギリシヤ人、貴婦人
3.Iテサ1:3(信仰、望み、愛)、Iテサ1:5(聖霊と力と強い確信)

3あらかじめ味わったプリスカ夫婦
1.使2:10あらかじめ福音を受けた人々
2.絶対的時刻表に神様が与えられた出会い
3.一生宣教働き

4あらかじめ味わったローマ福音化
1.ローマ福音化はあらかじめ決めたこと
2.神様があらかじめ力をくださったこと
3.使19:21、23:11、27:24
△Remnantは朝に長く呼吸して、思い出すすべてを祈りに変えなければならない。昼にはすべての見ることを祈りに変えなさい。夜には私を神様の前に、メッセージの前に立てるのだ。Remnantは世界を生かす準備を神様がされた。味わいさえすればよい。


	2021第1,2,3 RUTC答えの現場(44)(社)世界福音化伝道協会　www.wedarak.net

	2021年11月20 ～ 21日　週間祈りカード

	聖日1部礼拝/ 収穫感謝礼拝
真の感謝回復は全てのことの回復（Ⅰテサ5:16-18)
	Remnant礼拝
みことばはどこに適用すべきか（イザ40:27-31)
	聖日2部礼拝/神殿建築礼拝
光を持って放つ教会（イザ60:1-3)

	□序論_収穫感謝祭は運命を変える感謝
1.運命を変える祈り－教会の働き、人の声で礼拝を失敗した副教役者時期(伝道者の告白)
1)聖日に礼拝と祈り集中→ 6日間適用されるほど握る契約、説教を通じてくる答え
2)一人で40日祈り→運命がひっくり返る答え、礼拝も意味あることになった。
2.運命を変えた祈りの中で運命をひっくり返す契約を握ったRemnant
1)ヨセフ-お母さんの臨終後　2)モーセ-ホレブ山で
3)サムエル-契約の箱のそばで、ダビデ-羊飼いだったとき
3.運命をひっくり返すほどの契約を握れば未来が見える。

□本論_収穫感謝祭が何か知ってその感謝を回復しなさい
1.世界の運命をひっくり返す出エジプトの日、そこに対する感謝
1)奴隷のとき、運命をひっくり返す契約を握って羊の血を塗った日にエジプトから出た-過越祭
2)みな死ぬと言ったが神様は力で働かれ、穀物を刈り入れるようにされた-五旬節
3)死ぬと思っていたが、倉庫に入れるほど多くの穀物を刈り入れた-仮庵祭
2.二つ目の流れ-キリストがオリーブ山に呼ばれた
1)使1:1イエスがキリスト-過越祭
使1:3神の国のこと40日説明-仮庵祭
使1:8ただ聖霊で世界福音化-五旬節
2)その契約を握って集まった(使1:14)、「五旬節の日になって」(使2:1)
3)ペテロ、イスラエル、教会の運命がひっくり返った
3.この契約を最後に正しく握った人がパウロ
1)完全に運命がひっくり返る答えと感謝を握ったパウロ(使9:1-5)
2)一番迫害を受けた地域に立てられたテサロニケ教会
(1)Iテサ1:3信仰の働き、愛の労苦、望みの忍耐
(2)Iテサ1:5力と聖霊と強い確信
(3)Iテサ1:7すべての信じる者の模範
3)テサロニケ教会に送った手紙-運命がひっくり返った契約を持つ人に成り立つこと
(1)Iテサ5:16いつも喜んでいなさい-すべての問題に答えが来るため
(2)Iテサ5:17絶えず祈りなさい(24祈り) -神の国がずっと成り立つのを分かるから
(3)Iテサ5:18すべてのことについて感謝しなさい-全てが神様のみこころを成し遂げるため

□結論_私の人生の運命を変える契約を握る道
1.9つのセッティングが見えるべき
2.事業、学業、未来がその中で始まる
3.すると、みことばが発見でき始める
	□序論_Remnantが世の中の大きいところに行くようになれば三つのことに会う。ここにだまされてはいけない。
1.各国-宗教(特にイスラエル)会うようになる
1)国家宗教-国家が宗教を作る、イスラエルも主はイスラエルの神様だと勘違いする
2)ヤーウェ思想、メシヤ観-メシヤが来て自分の国をたてて他の国は征服すると考え
3)選民と異邦人-私たちは選民であなたたちは異邦人だ。
2.世界国家になぜわざわいが臨むのか
1)手で作った神々に仕えている。
2)答え(悪霊) -ところが、ここに集中すれば霊の世界が起きて答えがくると錯覚する。
3)わざわい-その後により大きいわざわいが起こる。　
△これを3団体がとても高級化させたのが瞑想運動、この瞑想運動が世界を掌握
3.二つの思想に会うようになる-進歩思想と保守思想の戦い
1)女性優越思想-女性、男性の人権は全く同じだ。
2)同性愛問題-全部、救われなければならない対象であって、正しい、正しくないと判断する対象ではない。
3)解放神学-独裁者をなくして民を解放させるのは正しいがここに神学を付けるのは誤っている。
△Remnantは世界征服をするために一生、二つのことをしなければならない。祈りが成り立つほど長く呼吸をしなさい。また、長く呼吸に成り立つほど祈りなさい。(24)

□本論_Remnantはみことばをどこに適用しなければならないのか
1.ただ主を待ち望む者(三位一体の神様)
1)父-創造主なる神様がみことばで働き　
2)御子-救いだ。3つののろいが崩れる。
3)聖霊-世界福音化の力ができる。
2.疎通する者(9つのセッティング)
1) 3超越-御座、時空、237の光
2) 3生命-私の中にある神のかたち、たましい、いのちを生かす3生命運動
3) 3空前絶後-私と教会、私のすべての職業に空前絶後の祝福
3.神様が願われる作品を作る者(時代)
1)プラットフォーム　2)見張り人の物見の塔　3)アンテナ
△これをもって呼吸しなさい。吸い込むとき、この祝福が私に臨むように祈りなさい。三位一体の神様、御座にある9つのセッティング、時代を生かして変えるこの3つの単語が私に臨むように祈りなさい。息を吐き出すときは、この祝福が私の現場と私が祈っているすべての対象に伝えられるようにしなさい。

□結論_鷲
△神様が私たちを鷲のように翼をかって飛ぶ時まで準備されるのだ。

		朝
	昼
（出会い,仕事,現場）
	夜（寝る直前、
ひとりでいるとき）

	三位一体（5力）、
9セッティング,3時代
	仕事、職業
	メモ（メッセージ整理）

	建築（考え）
	天地開闢-建築
	再創造+職業
　　　+神殿（連結）


△朝起きれば、息を吸い込むとき、三位一体の神様と5力、9つのセッティング、3時代が私に臨むように祈って、息を吐き出すとき、建築とすべての考えの中にこの力が伝えられるようにする。出会いと仕事と現場がある昼には、この祝福をいつも味わいながら仕事と職業、その現場を全部祈りに変える。夜にはメモするくらいメッセージを整理して、深い祈りの時間を10分でも持ちなさい。すると、天地開闢の再創造と職業、神殿が連結される。これが重要な24だ。この24の祝福を味わわなければならない。

□序論_イザヤの契約を握った人々
1.バビロン-この契約を握った人々がバビロンで光を放った。
1)ダニエル　2)三人の同僚　3)エステル
2.神殿回復-この契約を握った人々が神殿を回復した。
1)ゼルバベル　2)ネヘミヤ　3)ハガイ
△みことばは正確に成就する。9つのセッティングは聖書の核だ。3超越(御座の祝福、時空、237の光)、私たちの霊、たましい、いのちを生かす3生命、3空前絶後の答えを受ければ、私と私の会社がプラットフォーム、世の中を生かす見張り人の物見の塔、通じるアンテナとなる。
3.福音回復-この契約を握った人々が福音を回復した。
1)イザ6:13(福音) -切り株はなくならない。
2)イザ7:14いのち運動、インマヌエル運動が起きる。

□本論_どのようにしなければならないのか
1.見張り人のアイデンティティ
1)プラットフォームを作る見張り人　2)物見の塔を守る見張り人
3)アンテナを持って疎通する見張り人
2.見張り人の内容
1)イザ6:13切り株運動をしなさい。
2)イザ7:14インマヌエル運動をしなさい。
3)イザ40:27-31永遠になくならない契約のみことばを握りなさい。
4)光を放つこと-光はすでに来ている。「主の栄光があなたの上に臨んでいる」
3.見張り人の使命(イザ60:4-19)
1)多民族(237) -多民族が戻ってくる。
2)変化(いやし) -彼らがきて変化する。
3)次世代(サミット) -次世代が生き返る。

□結論_ 「主であるわたしが、すみやかにそれをする」
1.小さい者-氏族　2.弱い者-強国　
3.時刻表-神様は時刻表により成し遂げられる。
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を


はっきりと


握った


ラハブ


 


3)


ヨシ


6:1


-


20


エリコ


 


4)


ヨシ


10:10


-


14


エモリ連合軍


 


 


5)


ヨシ


14:6


-


15


アナク山


地


−


関係ない。


 


△キリストで答


え


が出ないからこの言い訳、あの言い訳


をする


。何かを


探そう


とする病気がくる。多くの


信徒


がここに


浸って


いるので


、


答


え


の


モデルにならなければならない。


 


3.


バビロン時代


 


1)


ダニ


3:8


-


23


捕虜


-


心


を定めたダニエルと三人の


同僚


 


2)


ダニ


6:10


-


22


暗やみの中で


あかし


しなければならないと分かるの


で、


死ぬと


知り


ながらも感謝


の


祈り


を


したダニエル


 


3)


エス


4:1


-


16


エステルを通


して


世界を生かすことを願われた


 


4.


ローマ時代


−


この


(


序論


)


答えを


受けた


人を呼ばれた


 


1)


使


1:1


-


14


御座の祝福


を味わう


契約


を


持


った


人々が集まった


 


2)


使


2:9


-


11


みな


さんが


いるべき場所


 


 


3)


ロマ


16:1


-


27


ロマ


16


章の


答


え


が起きた


 


 


□結論


_


三


つのタラッパン


をしなさい。


 


1.


多民族


タラッパン


(237):


専門化


−


みな


さんの事業をただ、唯一性、再


創造


となる


ようにしなさい。


 


2.


いやしタラッパン


(


いやし


):


弟子化


−


事業を弟子化しなさい。


福音弟子


がたくさん


い


なければならない。


 


3.Remnant


タラッパン


(


サミット


):


世界化


−


Remnant


だけが世界化


できる


 


マ


タ


10:7


に


「


天


の


御


国が近


づいた」


と


言われた


。


イエス様


が


来られたの


が神


の


国


が


臨んだのだ。


 


□序論


_


事業、教会、個人みなこのように


すべき


 


1


段階


 


2


段階


 


3


段階


 


少数中心


 


(12


使徒


中心


)


 


70


人中心


 


(


重職者中心


)


 


Remnant


、副教役者


中心


(


世界化


)


 


 


100


人以下


 


100


人以上


 


1,000 


-


 


10,000


人


 


 


 


*


 


注意すること


 


-


初代教会のように表


に


現れず


、


建物な


く


、


 


組織な


く、


70


地教会


を


作りなさい。


 


-


聖日には集まらずに本


校


会


に


来なければ


  


←


      


↓


 


ならない。


 


 


 


 


□本論


_


目的はこの


地に神


の国


を


成し遂げること


 


△韓国教会


が


運営難に


あっている。


実際の現場に多民族、


いやし


、


Remnant


の


みことば


が


ない。


福


教役者


が


70


地教会


を


作


りなさい


。


主任


牧


師


に


し


なさい


。


現場


を


生か


しなさい。


現場


が


死


んで


いって


いる。


現場


は


切実にみことばを待っているのに


、


私たちだけ


が


行くところないと


言う


 


 


1.


弟子


 


1)


マタ


10:7


、


42


「


天


の


御


国が近


づいた」


水一杯も


報い


を


失わない


。


 


2)


使


1:3 40


日間神


の


国の


こと


の


みことば


 


3)


使


2:1


-


3


神


の国


が


臨んだマルコの屋上の間


 


 


2.


ペテロ


 


1)


使


3:1


-


12


足の


なえた


者


を


立て


起こした


 


2)


使


12:1


-


25


神


の


国


を


成し遂げるメッセージを


味わっ


た


重職者


 


3)I


ペテ


2:9 


「


すばらし


いみわざを


宣べ伝える


ため


」


 


 


3.


パウロ


 


1)


使


9:1


-


15


こ


のために呼


ばれ


た


ことを確認


 


2)


使


13,16,19


神


の


国を緊急に待っている現場を


いやし


 


3)


ピリ


3:8


-


21


神


の


国に関する背景


 


 


□結論


_


神様がパウロを


用いられた


理由


 


1.


使


2:1


-


13


、


13:1


-


4


、


19:1


-


7(237) 


 


2.


使


13,16,19(


いやし


)


 


3.


使


17:1


、


18:4


、


19:8(


サミット


)


 


R


emnant


と世界を変化させた者はあらかじめ


味わった


者だった。


私たちの


力では世界福音化


は


不可能だ。


すると何を


持って


いなければならないの


か


、


あらかじめ握らなければならない。


 


 


□序論


_


学業、職業に神様が


与えられた


祝福三


つ


を作品


に


作


るべき


 


1.


3


超越


(


御座、時空、


237


光


)


のプラットフォーム


を


作


りなさい


 


2.


3


生命


運動


(


創


1:27


、


2:7


、


2:1


-


18)


をみことばと祈りで


見つけ出せば


Watch Tower(


見張り人


の


物見の


塔


)


に


なる。


 


3.


神様と


すべて


が霊的


に


通じる霊的


Antenna


を


作れば


3


空前絶後


が


発見


できる


。


 


△


この


9


つの


セッティングの中


から


すべて


がみな出てくる。


これを分か


ることが祈りを分かることだ。


Remnant


は


この作品を作


りなさい


。


祈り


の


手帳に受けた恵みをメモしなさい。


 


 


□結論


_


来る


答


え


 


1.


専門化


(


ただ、唯一性、再創造


−


9


セッティングされた人だけ


が


見るこ


と


)


 


2.


弟子化


(


専門


家


、重職者、産業現場を弟子化


)


 


3.


世界化


(Remnant


、副教役者、


70


か


所みことば運動を


開いて


、


70


人弟子


を


見つけ


出


しなさい


)


 


△


Remnant


はいつも序論、結論を持ってみことばを見て祈らなければなら


ない。


 


 


□本論


_


神様が


与えられ


る


重要な出会い、永遠の出会い


 


1


あらかじめ


味わった


ルデヤ


 


1.


「


私たちが祈


り場に


行く


とき」


−


ルデ


ヤ


に会った


 


2.


使


16:14


、


15


ピリピ


教会


 


3.


使


16:16


-


18


キリストの


御


名


でわざわい解決


 


 


2


あらかじめ


味わった


ヤソン


 


1.


私


たち


が、


いつも


していたように


、三


つの


安息日


(


行く所ごとにタ


イム


を


確定しなさい


)


、


キリストの当為性証明


 


2.


ギリシヤ


人


、貴婦人


 


3.


I


テサ


1:3(


信仰、


望


み


、愛


)


、


I


テサ


1:5(


聖霊と


力と


強い


確信


)


 


 


3


あらかじめ


味わった


プリスカ


夫婦


 


1.


使


2:10


あらかじめ福音


を


受けた人々


 


2.


絶対的時刻表に神様が


与えられた


出会い


 


3.


一生宣教


働き


 


 


4


あらかじめ


味わ


った


ローマ福音化


 


1.


ローマ福音化はあらかじめ決めたこと


 


2.


神様があらかじめ


力


をくださった


こと


 


3


.


使


19:21


、


23:11


、


27:24


 


△


Remnant


は朝


に


長く呼吸して


、


思い出す


すべてを


祈りに変えなければな


らない。


昼


には


すべての


見る


こと


を祈りに変え


なさい


。


夜には私を神様


の前に、メッセージの前に


立てる


の


だ。


Remnant


は


世界


を


生かす準備を神


様が


され


た。


味わい


さえ


すればよい。


 


 


ひとつの


地域


 


70


地教会


−


 


 


1


大教区


 


(


主人


牧師


)


 


 


多民族


,


いやし


，


RT


 


（


３つの


 


みことば


運動


）


 




( 社 ) 世界福音 化 伝道協会   www.wedarak.net   （翻訳監修： jcmessage.jp ）    

    2021 第 1,2,3 RUTC 答 え の現場 ( 4 4 )( 社 ) 世界福音 化 伝道協会   www.wedarak.net  

2021 年 11 月 20  ～   21 日   週間祈りカード  

産業宣教     御座の祝福を味わった産業人 ( 創   13 ： 18)  伝道学   御座の祝福を味わった伝道者たち ( マタ   10 ： 7)  Remnant Day ( 核心 )   12 月学院福音化 ＿あらかじめ味わった者－みことば（祈り）  

産業人は御座の祝福を 味わ うべきだ。 これが最初の祝福である から だ。 これを知ったアブラハムは、祭壇を築き 始めたのだ。神様が 与えられる 答えを 受ければ 、 人 を 生かすことができる。   □序論 _ 創 3 、 6 、 11 章 の問題 / 使 1:1( キリスト ) 、 3( 神の国 ) 、 8( ただ 聖 霊 ) の答 え は初めからあ り、 今までずっとあること   1. これを知って 祭壇を築く生活 ( 創 13:18) → 考えと心 → たましい - 御座と つながる ( 永遠 )   2. みことば ( 契約 ) → 絶対計画、絶対契約、絶対旅程、絶対目標   3. 証人 - 三つの祭り 、 カル ( 完了した ) 、オリ (9 セッティング完成 ) 、 マ ル ( 世界福音化の旅程 )       □本論 _ この 中に い た契約 を 持つ産業 人 ( 今日、今 )   △ この 中に今 、みな さんがいる の だ。そうしてこそ 、 正確な契約、祈 り、 導き 、未来、答 え が出てくる。   1. 族長時代   1) 創 6:14 - 20 これ ( 序論 ) を 見た ノア   2) 創 13:18 、 14:14 - 20 これ ( 序論 ) を 見た アブラハム － 祭壇を築き 始 め、答 え を 受けた   3) 創 26:10 - 24 確実な契約を 握ったイサク   4) 創 32:23 - 32 この 内容 ( 序論 ) を悟ったヤコブ   この契約 ( 序論 ) を初めから 見て 成就させた人物がヨセフ   2. エジプト時代   1) 出 18:1 - 21 この部分 ( 序論 ) を 見た イテロ長老   2) ヨシ 2:1 - 16 契約 を はっきりと 握った ラハブ   3) ヨシ 6:1 - 20 エリコ   4) ヨシ 10:10 - 14 エモリ連合軍     5) ヨシ 14:6 - 15 アナク山 地 － 関係ない。   △キリストで答 え が出ないからこの言い訳、あの言い訳 をする 。何かを 探そう とする病気がくる。多くの 信徒 がここに 浸って いるので 、 答 え の モデルにならなければならない。   3. バビロン時代   1) ダニ 3:8 - 23 捕虜 - 心 を定めたダニエルと三人の 同僚   2) ダニ 6:10 - 22 暗やみの中で あかし しなければならないと分かるの で、 死ぬと 知り ながらも感謝 の 祈り を したダニエル   3) エス 4:1 - 16 エステルを通 して 世界を生かすことを願われた   4. ローマ時代 － この ( 序論 ) 答えを 受けた 人を呼ばれた   1) 使 1:1 - 14 御座の祝福 を味わう 契約 を 持 った 人々が集まった   2) 使 2:9 - 11 みな さんが いるべき場所     3) ロマ 16:1 - 27 ロマ 16 章の 答 え が起きた     □結論 _ 三 つのタラッパン をしなさい。   1. 多民族 タラッパン (237): 専門化 － みな さんの事業をただ、唯一性、再 創造 となる ようにしなさい。   2. いやしタラッパン ( いやし ): 弟子化 － 事業を弟子化しなさい。 福音弟子 がたくさん い なければならない。   3.Remnant タラッパン ( サミット ): 世界化 － Remnant だけが世界化 できる  マ タ 10:7 に 「 天 の 御 国が近 づいた」 と 言われた 。 イエス様 が 来られたの が神 の 国 が 臨んだのだ。   □序論 _ 事業、教会、個人みなこのように すべき  

1 段階  2 段階  3 段階  

少数中心   (12 使徒 中心 )  70 人中心   ( 重職者中心 )  Remnant 、副教役者 中心 ( 世界化 )    

100 人以下  100 人以上  1,000  -   10,000 人  

    *   注意すること   - 初代教会のように表 に 現れず 、 建物な く 、   組織な く、 70 地教会 を 作りなさい。   - 聖日には集まらずに本 校 会 に 来なければ    ←        ↓   ならない。         □本論 _ 目的はこの 地に神 の国 を 成し遂げること   △韓国教会 が 運営難に あっている。 実際の現場に多民族、 いやし 、 Remnant の みことば が ない。 福 教役者 が 70 地教会 を 作 りなさい 。 主任 牧 師 に し なさい 。 現場 を 生か しなさい。 現場 が 死 んで いって いる。 現場 は 切実にみことばを待っているのに 、 私たちだけ が 行くところないと 言う     1. 弟子   1) マタ 10:7 、 42 「 天 の 御 国が近 づいた」 水一杯も 報い を 失わない 。   2) 使 1:3 40 日間神 の 国の こと の みことば   3) 使 2:1 - 3 神 の国 が 臨んだマルコの屋上の間     2. ペテロ   1) 使 3:1 - 12 足の なえた 者 を 立て 起こした   2) 使 12:1 - 25 神 の 国 を 成し遂げるメッセージを 味わっ た 重職者   3)I ペテ 2:9  「 すばらし いみわざを 宣べ伝える ため 」     3. パウロ   1) 使 9:1 - 15 こ のために呼 ばれ た ことを確認   2) 使 13,16,19 神 の 国を緊急に待っている現場を いやし   3) ピリ 3:8 - 21 神 の 国に関する背景     □結論 _ 神様がパウロを 用いられた 理由   1. 使 2:1 - 13 、 13:1 - 4 、 19:1 - 7(237)    2. 使 13,16,19( いやし )   3. 使 17:1 、 18:4 、 19:8( サミット )  R emnant と世界を変化させた者はあらかじめ 味わった 者だった。 私たちの 力では世界福音化 は 不可能だ。 すると何を 持って いなければならないの か 、 あらかじめ握らなければならない。     □序論 _ 学業、職業に神様が 与えられた 祝福三 つ を作品 に 作 るべき   1. 3 超越 ( 御座、時空、 237 光 ) のプラットフォーム を 作 りなさい   2. 3 生命 運動 ( 創 1:27 、 2:7 、 2:1 - 18) をみことばと祈りで 見つけ出せば Watch Tower( 見張り人 の 物見の 塔 ) に なる。   3. 神様と すべて が霊的 に 通じる霊的 Antenna を 作れば 3 空前絶後 が 発見 できる 。   △ この 9 つの セッティングの中 から すべて がみな出てくる。 これを分か ることが祈りを分かることだ。 Remnant は この作品を作 りなさい 。 祈り の 手帳に受けた恵みをメモしなさい。     □結論 _ 来る 答 え   1. 専門化 ( ただ、唯一性、再創造 － 9 セッティングされた人だけ が 見るこ と )   2. 弟子化 ( 専門 家 、重職者、産業現場を弟子化 )   3. 世界化 (Remnant 、副教役者、 70 か 所みことば運動を 開いて 、 70 人弟子 を 見つけ 出 しなさい )   △ Remnant はいつも序論、結論を持ってみことばを見て祈らなければなら ない。     □本論 _ 神様が 与えられ る 重要な出会い、永遠の出会い   1 あらかじめ 味わった ルデヤ   1. 「 私たちが祈 り場に 行く とき」 － ルデ ヤ に会った   2. 使 16:14 、 15 ピリピ 教会   3. 使 16:16 - 18 キリストの 御 名 でわざわい解決     2 あらかじめ 味わった ヤソン   1. 私 たち が、 いつも していたように 、三 つの 安息日 ( 行く所ごとにタ イム を 確定しなさい ) 、 キリストの当為性証明   2. ギリシヤ 人 、貴婦人   3. I テサ 1:3( 信仰、 望 み 、愛 ) 、 I テサ 1:5( 聖霊と 力と 強い 確信 )     3 あらかじめ 味わった プリスカ 夫婦   1. 使 2:10 あらかじめ福音 を 受けた人々   2. 絶対的時刻表に神様が 与えられた 出会い   3. 一生宣教 働き     4 あらかじめ 味わ った ローマ福音化   1. ローマ福音化はあらかじめ決めたこと   2. 神様があらかじめ 力 をくださった こと   3 . 使 19:21 、 23:11 、 27:24   △ Remnant は朝 に 長く呼吸して 、 思い出す すべてを 祈りに変えなければな らない。 昼 には すべての 見る こと を祈りに変え なさい 。 夜には私を神様 の前に、メッセージの前に 立てる の だ。 Remnant は 世界 を 生かす準備を神 様が され た。 味わい さえ すればよい。    

ひとつの 地域   70 地教会 －     1 大教区   ( 主人 牧師 )    

多民族 , いやし ， RT   （ ３つの   みことば 運動 ）  

